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兵庫顛鯖震の熊胆における琵と闘の賤づけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○伊村則子　　石川孝重（日本女大）

　目的　これまで釧路沖地震，北海道南西沖地震の復興過程に注目し発表してきた。本報
では，兵庫県南部地震の生活の過程に着目し，震災を通した生活からとらえた住居の位置

づけ（住居の生活との関わり）を性能論から考察しようとするものである。

　方法　現地調査および文献調査によっている。現地調査は計６回行ない，文献調査は新
聞および公表された資料（各種報告書.書籍，雑誌）を参照し，これらに基づいて纏めた。
　結果　地震発生後約６ヵ月間の生活空間と生活に関する状況を時間経過により纏めた。
その結果■ 6期に分類でき，生活状況・要求と現実の対応が最後までうまくできなかった

のは住居関係の内容であることがわかり，復興中期以降も住民にとって重要問題として残

る。被災地住民はさまざまな空間を住居として用いざるをえず，居住水準性能評価の結果j
「プライバシー，空間の余裕性，建築物の保健性能」について多くの状況説明と改善要求

のコメントがあった。総合的に性能評価が高い空間は何等かの形で被災地を脱出できた人
が利用したが，全体から考えると稀な空間であることがわかる。また，今回の地震では住
居に対する人間の思い入れが改めて問題となり，被災者は住居とそれを取り巻く条件を考

えた上で住居を選択していることが示された。このように，物理的な器としては使用でき
る空間であっても.使用者によっては不適当な空間となる場合もあり，個々人によって空
間評価による差異があるが，全体的にみてこれらの生活空間の各性能評価と今回の震災で

体験した人々のコメントは対応しており，住宅における要求性能と実際の生活との関連づ

けを行うことができ，住居の確立が生活復興には大きな位置づけになることを確認した。
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６ 　　　　震災後の高齢者専用住宅居住者の生活行動とその支援活動

　　　一兵庫県下のシルバーハウジングどインナーシティ住池R場合一

　　　　Ｏ寺山知寿　菊渾康子　　　(兵庫教育大)

阪神地区にある高齢者専用住宅入居者の震災時における行動特性については､その

一部を昨年報告した。今回は被災状況及び入居者相互の安否確認や助け合い､外部か

らの支援活動についてその実態を明らかにし､今後のシルバーハウジング(以下,SHと
略す)やインナーシティ住宅(以下ICHと略す)など､高齢者集合住宅での生活援助サ

ービス及び地域交流･支援のあり方等を､防災視点から検討することを目的とした。

印
平成7年2~3月に被害状況調査を､5月にアンケート調査を実施した。回収串はSHでは8
^％(120戸)ICI1では39％(51戸)であった。なお本調査は建築学会第6部会(代表者荒木

兵一郎)のメンバーによる共同研究として筆者等が担当したものである。
対象住宅の建物被害は一部分的で､構造上の危険性は見られなかったが､ライフライ
ンの断絶により生じた生活困難は大きく、そのために避難した人もあった。しかし復

旧までの水の運搬は､自分自身で行った人が57.6％と最も多く、支援としては親族か
らが18.6％、ボランティアからが15.7％で、居住者間の援助は8.7％であった。これは

その他の支援活動についても同傾向が見られた。震災前の住宅内での交流は､一部の

人とあった者が6割を占め､全員とあった者も17.4％見られたが､逆に殆どなかった
者も9.9％あった点は問題と言える。震災後の交流に関しては､変化なしが42.4％で、
あった者では､悪くなった変化(3.5％)よりも、良くなった変化(24.4％)の方が多く、

また地域との交流は､重要視していることがわかった。


